
マルチメディアラック(ＲＡＣ－２６６Ｎ)組立説明書

この度は、弊社製品をお買い求めいただきましてありがとうございました。

この製品は組立式になっております。パッキングケースの中に下記の部品が入っていますので、確認の上、下記要領で組み立てて下さい。

ご使用前に、製品の使い方と使用上の注意事項について書いた説明書をよくお読みになり、製品を末永くご使用いただくために、

説明書を大切に保存し、正しくお使いください。

完成品 組立部品

★用意していただくもの・・・・・手袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鋼製ですので組立の際は必ず着用してください。）

使用小部品

製品に関する

お問い合わせ 岡山サプライセンター／〒７００－０８２５　岡山市北区田町１－１０－１

　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ ０８６－２２３－３３１１　ＦＡＸ ０８６－２２３－５１２３

東京サプライセンター／〒１４０－８５６６　東京都品川区南大井６－５－８

　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ ０３－５７６３－００１１　ＦＡＸ ０３－５７６３－００３３

製品の品質管理には細心の注意を払っておりますが、万一、不都合な点や

製品に関するお問い合わせなどがございましたら、お買い求めの販売店、

または右記までお気軽にご相談ください。

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓａｎｗａ．ｃｏ．ｊｐ／

左右フレームにアジャスターを取り付けます。

1
左右フレームにステーパイプをボルト Ｂ で取り付けます。

2
バックパネル大と小をボルト Ａ で取り付けます。

バックパネルはフラットな面が後側になります。
3

本体を起こして、平坦な場所に置き、各部増し締めをします。

4 5

使用上のお願い

棚板取付板(左右）×各２

アジャスター × ４

ボルトA(M6×12） × 16

ボルトB(M6×60） × ４　

六角レンチ × １

棚板抜け止め金具 × ４

フレーム角穴に棚板取付板をお好みの位置に挿し込みます。

6
棚板をボルト Ａ で取り付けます。

これで完成です。

角穴のピッチは３０ｍｍです。

棚板取付板の内側に抜け止め金具を挿し込みます。

棚板を棚板取付板の上に載せ、ボルト Ａ で取り付けます。

棚板は丸みのあるエッヂ側が前側です。

◆抜け止め金具に関しまして

　　抜け止め金具を挿し込まずにご使用になりますと、棚板が容易に外れ、転落の恐れや、事故の原因となります。

必ず、抜け止め金具を確実に挿し込んでご使用ください。
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左右フレーム×各１

バックパネル大×１

ステーパイプ×１

棚板×２ バックパネル小×１

ボルト Ａ
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フレームを左右から押して、バックパネルの折り曲げ部との隙間を無くしながら増し締め

をしてください。

左右フレームはフラットな面が外側になります。

緩めに締めておき、あとで増し締めをします。

ここの隙間を無くす

バックパネル

フレーム

フレーム

フレーム

後

前

後

前

後

前

前
前

棚板取付板

抜け止め金具

棚板取付板

抜け止め金具

アジャスター　

ステーパイプ

ボルト Ｂ

フレーム

バックパネル小は２段階で取り付け位置を選べます。

棚板の取り付ける位置により支障が出る場合は、取り付け位置を変更してください。
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